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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）重合体，共重合体、またはそれらの混合物０．０５重量％～１０重量％〔ただし
前記重合体または共重合体は
　式
【化１】

（式中、各Ｒ1 は独立に
　（ａ）水素、
　（ｂ）Ｃ1 ～Ｃ4 アルキル、
　（ｃ）置換または非置換フェニル、
　（ｄ）置換または非置換ベンジル、
　（ｅ）炭素環、
　（ｆ）複素環、
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　（ｇ）およびそれらの混合物
であり；各Ｒ2 は独立に
　（ａ）水素、
　（ｂ）ハロゲン、
　（ｃ）Ｃ1 ～Ｃ4 アルキル、
　（ｄ）Ｃ1 ～Ｃ4 アルコキシ、
　（ｅ）置換または非置換フェニル、
　（ｆ）置換または非置換ベンジル、
　（ｇ）炭素環、
　（ｈ）複素環、
　（ｉ）およびそれらの混合物
であり；各Ｚは独立に－ＣＯＮＨ2 、－ＣＯ2 （ＣＨ2 ）2 Ｎ

+ （ＣＨ3 ）3 Ｃｌ- 、お
よびそれらの混合物であり、且つ－ＣＯＮＨ2 単位対－ＣＯ2 （ＣＨ2 ）2 Ｎ

+ （ＣＨ3 

）3 Ｃｌ- 単位の前記比率が９：１から１：９である）
を有する１個以上の線状重合体単位を含む〕（但し、前記重合体または共重合体は正味の
陽電荷を有する）、および
　（Ｂ）担体および補助成分である残部
を含むことを特徴とする、染料保護上の利益を布帛に与える組成物。
【請求項２】
　各Ｒ1 が水素、Ｃ1 ～Ｃ4 アルキル、フェニルおよびそれらの混合物であり且つＲ2 が
水素、Ｃ1 ～Ｃ4 アルキル、およびそれらの混合物である共重合体を含む、請求項１に記
載の組成物。
【請求項３】
　前記組成物がＮ，Ｎ′－ビス（アミノプロピル）－１，３－プロピレンジアミン、Ｎ，
Ｎ′－ビス（ヒドロキシエチル）－Ｎ，Ｎ′－ビス〔３－Ｎ，Ｎ－ビス（ヒドロキシエチ
ル）アミノプロピル〕－１，３－プロピレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ビス（２－ヒドロキシ
プロピル）－Ｎ，Ｎ′－ビス〔３－Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシプロピル）アミノプロ
ピル〕－１，３－プロピレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ビス（２－ヒドロキシブチル）－Ｎ，
Ｎ′－ビス〔３－Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシブチル）アミノプロピル〕－１，３－プ
ロピレンジアミン、５－Ｎ－メチルジプロピレントリアミン、１，１－Ｎ－ジメチル－５
－Ｎ′－メチル－９，９－Ｎ″－ジメチルジプロピレントリアミン、１，１－Ｎ－ジメチ
ル－９，９－Ｎ″－ジメチルジプロピレントリアミン、およびそれらの混合物からなる群
から選ばれるポリアミンを更に含む、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記組成物が布帛柔軟活性成分１～８０重量％〔ただし、該布帛柔軟剤活性成分は式
【化３】

を有する第四級アンモニウム化合物、式
【化４】
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を有するアミン、およびそれらの混合物からなる（式中、各Ｒは独立にＣ1 ～Ｃ6 アルキ
ル、Ｃ1 ～Ｃ6 ヒドロキシアルキル、ベンジル、およびそれらの混合物であり；Ｒ1 はＣ

1 ～Ｃ22アルキル、Ｃ3 ～Ｃ22アルケニル、およびそれらの混合物であり；Ｑは式
【化５】

（式中、Ｒ2 は水素、Ｃ1 ～Ｃ4 アルキル、Ｃ1 ～Ｃ4 ヒドロキシアルキル、およびそれ
らの混合物であり；Ｒ3 は水素、Ｃ1 ～Ｃ4 アルキル、およびそれらの混合物である）
を有するカルボニル部分であり；Ｘは柔軟剤相容性陰イオンであり；ｍは１～３であり；
ｎは１～４である）
からなる〕を更に含む、請求項１～３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項５】
　結晶成長抑制剤２－ホスホノブタン－１，２，４－トリカルボン酸および染色固着剤ド
デシルトリメチルアンモニウムクロリドを含む、請求項１～４のいずれか１項に記載の組
成物。
【請求項６】
　高められた布帛保護を布帛に与えるための組成物であって、
　（ａ）重合体，共重合体、またはそれらの混合物０．０５重量％～１０重量％〔ただし
前記重合体または共重合体は
　式

【化６】

（式中、各Ｒ1 は独立に
　（ａ）水素、
　（ｂ）Ｃ1 ～Ｃ4 アルキル、
　（ｃ）置換または非置換フェニル、
　（ｄ）置換または非置換ベンジル、
　（ｅ）炭素環、
　（ｆ）複素環、
　（ｇ）およびそれらの混合物
であり；各Ｒ2 は独立に
　（ａ）水素、
　（ｂ）ハロゲン、
　（ｃ）Ｃ1 ～Ｃ4 アルキル、
　（ｄ）Ｃ1 ～Ｃ4 アルコキシ、
　（ｅ）置換または非置換フェニル、
　（ｆ）置換または非置換ベンジル、
　（ｇ）炭素環、
　（ｈ）複素環、
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　（ｉ）およびそれらの混合物
であり；各Ｚは独立に－ＣＯＮＨ2 、－ＣＯ2 （ＣＨ2 ）2 Ｎ

+ （ＣＨ3 ）3 Ｃｌ- 、お
よびそれらの混合物であり、且つ－ＣＯＮＨ2 単位対－ＣＯ2 （ＣＨ2 ）2 Ｎ

+ （ＣＨ3 

）3 Ｃｌ- 単位の前記比率が９：１から１：９である）
を有する１個以上の線状重合体単位を含む〕（但し、前記重合体または共重合体は正味の
陽電荷を有する）、
　（ｂ）ポリアミン０．０１～５０重量％（ただし、前記ポリアミンはＮ，Ｎ′－ビス　
（アミノプロピル）－１，３－プロピレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ビス（ヒドロキシエチル
）－Ｎ，Ｎ′－ビス〔３－Ｎ，Ｎ－ビス（ヒドロキシエチル）アミノプロピル〕－１，３
－プロピレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ビス（２－ヒドロキシプロピル）－Ｎ，Ｎ′－ビス〔
３－Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシプロピル）アミノプロピル〕－１，３－プロピレンジ
アミン、Ｎ，Ｎ′－ビス（２－ヒドロキシブチル）－Ｎ，Ｎ′－ビス〔３－Ｎ，Ｎ－ビス
（２－ヒドロキシブチル）アミノプロピル〕－１，３－プロピレンジアミン、５－Ｎ－メ
チルジプロピレントリアミン、１，１－Ｎ－ジメチル－５－Ｎ′－メチル－９，９－Ｎ″
－ジメチルジプロピレントリアミン、１，１－Ｎ－ジメチル－９，９－Ｎ″－ジメチルジ
プロピレントリアミン、およびそれらの混合物からなる群から選ばれる）、
　（ｃ）１種以上の結晶成長抑制剤０．００５～１重量％、
　（ｄ）１種以上の染色固着剤０．００１～９０重量％、および
　（ｅ）残部（担体および補助成分）
を含むことを特徴とする組成物。
【請求項７】
　（ａ）式
【化８】

（式中、Ｚ1 は式
【化９】

を有し、Ｚ2 は式
【化１０】

を有し；ｘは１０～１００，０００の値を有し；ｙは１０～１００，０００の値を有し；
ｘ対ｙの比率は９：１から１：９である）
を有する共重合体０．０５重量％～１０重量％、
　（ｂ）担体および補助成分である残部
を含むことを特徴とする染料保護上の利益を布帛に与える組成物。
【請求項８】
　（Ａ）重合体，共重合体、またはそれらの混合物０．０５重量％～１０重量％〔ただし
前記重合体または共重合体は
　式
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【化１１】

（式中、各Ｒ1 は独立に
　（ａ）水素、
　（ｂ）Ｃ1 ～Ｃ4 アルキル、
　（ｃ）置換または非置換フェニル、
　（ｄ）置換または非置換ベンジル、
　（ｅ）炭素環、
　（ｆ）複素環、
　（ｇ）およびそれらの混合物
であり；各Ｒ2 は独立に
　（ａ）水素、
　（ｂ）ハロゲン、
　（ｃ）Ｃ1 ～Ｃ4 アルキル、
　（ｄ）Ｃ1 ～Ｃ4 アルコキシ、
　（ｅ）置換または非置換フェニル、
　（ｆ）置換または非置換ベンジル、
　（ｇ）炭素環、
　（ｈ）複素環、
　（ｉ）およびそれらの混合物
であり；各Ｚは独立に－ＣＯＮＨ2 、－ＣＯ2 （ＣＨ2 ）2 Ｎ

+ （ＣＨ3 ）3 Ｃｌ- 、お
よびそれらの混合物であり、且つ－ＣＯＮＨ2 単位対－ＣＯ2 （ＣＨ2 ）2 Ｎ

+ （ＣＨ3 

）3 Ｃｌ- 単位の前記比率が９：１から１：９である）
を有する１個以上の線状重合体単位を含む〕（但し、前記重合体または共重合体は正味の
陽電荷を有する）、
　（Ｂ）布帛摩耗減少重合体０．０１重量％以上（ただし、前記布帛摩耗減少重合体は
　　　　（i ）アミド部分を含む少なくとも１種の単量体単位、
　　　　（ii）Ｎ－オキシド部分を含む少なくとも１種の単量体単位、
　　　　（iii)およびそれらの混合物
を含む）、
　（Ｃ）場合によって、布帛柔軟化活性成分１重量％以上、
　（Ｄ）場合によって、主溶媒１５重量％未満（ただし、前記主溶媒はClogP ０．１５～
１を有する）、
　（Ｅ）場合によって、１種以上の染色固着剤０．００１～９０重量％、
　（Ｆ）場合によって、１種以上のセルロース反応性染色固着剤０．０１～５０重量％、
　（Ｇ）場合によって、塩素捕捉剤０．０１～１５重量％、
　（Ｈ）１種以上の結晶成長抑制剤０．００５～１重量％、
　（Ｉ）場合によって、１種以上の液体担体１～１２重量％、
　（Ｊ）場合によって、酵素０．００１～１重量％、
　（Ｋ）場合によって、ポリオレフィン乳濁液、または懸濁液０．０１～８重量％、
　（Ｌ）場合によって、安定剤０．０１～０．２重量％、
　（Ｍ）場合によって、陽イオン界面活性剤１～８０重量％、
　（Ｎ）漂白剤保護を与える１種以上の線状または環式ポリアミン０．０１重量％以上、
および
　（Ｏ）担体および補助成分である残部
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を含むことを特徴とする染料保護上の利益を布帛に与える組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】
本発明は、正味の正電荷を有する最終染料維持化合物を生ずる１種以上の単量体を含む、
オリゴマー、重合体、共重合体などであることができる１種以上の染料維持化合物を含む
布帛染料維持組成物に関する。本発明の染料維持重合体を含む組成物は、外観および一体
性上の利益をこのような組成物から調製された溶液で処理された布帛および布類に付与す
る。
【０００２】
【背景技術】
勿論、布帛および布類、例えば、着古した衣料品および衣服を使用しそして洗濯する交互
サイクルは、不可避的に、そのように使用されそして洗濯された布帛および布類アイテム
の外観および一体性に悪影響を及ぼすであろうことは周知である。布帛および布類は、経
時的に使用と共に単純に着古される。布帛および布類の洗濯は、通常の使用時にその中お
よびその上に蓄積する汚れおよびしみを除去することが必要である。しかしながら、多く
のサイクルにわたっての洗濯操作自体は、このような布帛および布類の一体性および外観
の劣化を一層悪くし且つ劣化の一因となることがある。
【０００３】
布帛一体性および外観の劣化は、数種の方式で現われることがある。短繊維は、洗濯の機
械的作用によって織成／編成布帛／布類構造物から追い出される。これらの追い出された
繊維は、布帛の表面上で可視であり且つ布帛の新しさの外観を減少するリント（lint）、
毛羽（fuzz）または「毛玉（pill）」を形成することがある。更に、布帛および布類の反
復洗濯、特に漂白剤含有洗濯製品での布帛および布類の反復洗濯は、布帛および布類から
染料を除去することがあり且つ減少された色強度の結果および多くの場合には色相または
色彩の変化の結果、退色された着古された外観を付与することがある。
【０００４】
前記のことを前提とすれば、布帛処理製品、詳細にはリンス添加布帛コンディショナー、
予備洗浄スプレーオン組成物、予備ソーキング組成物並びに洗浄後または洗浄間の悪臭制
御または布帛リフレッシュ組成物に添加できる物質、布帛および布類の繊維とそれら自体
関連し、それによって外観が劣化する布帛／布類の傾向を減少するか軽減するか最小限に
するであろう物質を同定する継続的ニーズが明らかにある。勿論、このような布帛処理／
布帛維持組成物添加剤物質は、所期の機能を実現する洗濯製品の残部の能力を不当に妨害
せずに布帛外観および一体性に利益を与えることができるべきである。本発明は、この所
望の方式で実現する染料維持重合体を布帛処理組成物および布帛増進組成物で使用するこ
とに係わる。
【０００５】
【発明の開示】
驚くべきことに、処理した後に本発明の組成物で再処理した布帛が状況に関係なしに、な
かんずく、機械的摩耗およびすりへりのための状況に関係なしに、通常の退色およびカラ
ー損失に抵抗するであろうことが知見されたので、本発明は、前記ニーズを満たす。加え
て、処理されない布帛は、本発明の組成物を洗濯サイクルに予備ソーキング、すすぎ添加
剤などを介して補助剤として加えることによって布帛染料の損失を減ずることができる。
本発明の組成物は、いかなる方法、なかんずく、処方物一部分として、または別個の組成
物として添加できる。
【０００６】
本発明の第一態様は、
（Ａ）重合体，共重合体またはそれらの混合物約０．０５重量％から、好ましくは約０．
１重量％から、より好ましくは約０．５重量％から、最も好ましくは約１重量％から約１
０重量％まで、好ましくは約７重量％まで、より好ましくは約５重量％まで〔前記重合体
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または共重合体は
（Ｉ）式
【化１３】

（式中、各Ｒ1 は独立に
（ａ）水素、
（ｂ）Ｃ1 ～Ｃ4 アルキル、
（ｃ）置換または非置換フェニル、
（ｄ）置換または非置換ベンジル、
（ｅ）炭素環、
（ｆ）複素環、
（ｇ）およびそれらの混合物
であり；各Ｒ2 は独立に
（ａ）水素、
（ｂ）ハロゲン、
（ｃ）Ｃ1 ～Ｃ4 アルキル、
（ｄ）Ｃ1 ～Ｃ4 アルコキシ、
（ｅ）置換または非置換フェニル、
（ｆ）置換または非置換ベンジル、
（ｇ）炭素環、
（ｈ）複素環、
（ｉ）およびそれらの混合物
であり；各Ｚは独立に
（ａ）水素、
（ｂ）ヒドロキシル、
（ｃ）ハロゲン、
（ｄ）－（ＣＨ2 ）m Ｒ
（式中、Ｒは
（i ）水素、
（ii）ヒドロキシル、
（iii)ハロゲン、
（iv）ニトリロ、
（ｖ）－ＯＲ3 、
（vi）－Ｏ（ＣＨ2 ）n Ｎ（Ｒ3 ）2 、
（vii)－Ｏ（ＣＨ2 ）n Ｎ

+ （Ｒ3 ）3 Ｘ
- 、

（viii）－ＯＣＯ（ＣＨ2 ）n Ｎ（Ｒ3 ）2 、
（ix）－ＯＣＯ（ＣＨ2 ）n Ｎ

+ （Ｒ3 ）3 Ｘ
- 、

（ｘ）－ＮＨＣＯ（ＣＨ2 ）n Ｎ（Ｒ3 ）2 、
（xi）－ＮＨＣＯ（ＣＨ2 ）n Ｎ

+ （Ｒ3 ）3 Ｘ
- 、

（xii)－（ＣＨ2 ）n Ｎ（Ｒ3 ）2 、
（xiii）－（ＣＨ2 ）n Ｎ

+ （Ｒ3 ）3 Ｘ
- 、

（xiv)炭素環、
（xv）複素環、
（xvi)窒素複素環第四級アンモニウム、
（xvii）窒素複素環Ｎ－オキシド、
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（xviii)芳香族Ｎ－複素環式第四級アンモニウム、
（xix)芳香族Ｎ－複素環式Ｎ－オキシド、
（xx）－ＮＨＣＨＯ、
（xxi)またはそれらの混合物
（式中、各Ｒ3 は独立に水素、Ｃ1 ～Ｃ8 アルキル、Ｃ2 ～Ｃ8 ヒドロキシアルキル、お
よびそれらの混合物であり；Ｘは水溶性陰イオンであり；添え字ｎは０～６である）
である）、
（ｅ）－（ＣＨ2 ）m ＣＯＲ′
（式中、Ｒ′は
（i ）－ＯＲ3 、
（ii）－Ｏ（ＣＨ2 ）n Ｎ（Ｒ3 ）2 、
（iii)－Ｏ（ＣＨ2 ）n Ｎ

+ （Ｒ3 ）3 Ｘ
- 、

（iv）－ＮＲ3 （ＣＨ2 ）n Ｎ（Ｒ3 ）2 、
（ｖ）－ＮＲ3 （ＣＨ2 ）n Ｎ

+ （Ｒ3 ）3 Ｘ
- 、

（vi）－（ＣＨ2 ）n Ｎ（Ｒ3 ）2 、
（vii)－（ＣＨ2 ）n Ｎ

+ （Ｒ3 ）3 Ｘ
- 、

（viii）またはそれらの混合物
（式中、各Ｒ3 は独立に水素、Ｃ1 ～Ｃ8 アルキル、Ｃ2 ～Ｃ8 ヒドロキシアルキル、お
よびそれらの混合物であり；Ｘは水溶性陰イオンであり；添え字ｎは０～６である）
である）、
（ｆ）およびそれらの混合物
である）（添え字ｍは０～６である）
を有する線状重合体単位、
（II）式
【化１４】

（式中、各Ｒ4 は独立に隣接のＲ4 単位と環式残基を形成することに加えて重合を増大で
きる単位を含むオレフィンであり；Ｒ5 はＣ1 ～Ｃ12線状または分枝アルキル、ベンジル
、置換ベンジル、およびそれらの混合物であり；Ｘは水溶性陰イオンである）
を有する環状重合性単量体に由来する環式単位、および
（III)それらの混合物
からなる群から選ばれる１個以上の単位を含む〕（但し、前記重合体または共重合体は正
味の陽電荷を有する）、および
（Ｂ）残部（担体および他の補助成分）
を含むことを特徴とする染料保護上の利益を布帛に与える組成物に関する。
【０００７】
本発明の別の態様は、高められた色および布帛繊維上の利益を衣類および衣服を含む布帛
に与える系形を調製するための染料保護組成物と布帛外観組成物との組み合わせ〔前記染
料保護系は
（Ａ）前記のような重合体または共重合体を含む染料保護組成物約１重量％以上、および
（Ｂ）布帛増進組成物約１重量％以上（前記組成物は１個以上の布帛増進上の利益を与え
る（布帛増進成分））、および
（Ｃ）残部（担体および補助成分）
を含む〕である。
【０００８】
また、本発明は、布帛を本発明に係る組成物または色ケア系として本発明の成分を含む組
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成物と接触することを特徴とする退色、布帛の色の損失を防止する方法に関する。
【０００９】
これらの目的、特徴および利点、および他の目的、特徴および利点は、下記の詳細な説明
を読むことから当業者に明らかになるであろう。ここですべての％、比率および割合は、
特に断らない限り、重量基準である。すべての温度は、特に断らない限り、摂氏度（℃）
である。引用のすべての文書を関連部分でここに参考文献として編入する。
【００１０】
【発明を実施するための最良の形態】
本発明は、布帛外観損失の減衰および／または軽減に関する。本発明の組成物は、主とし
て機械的損失による外観損失からの保護を布帛に与えるために低分子量布帛増進ポリアミ
ン、布帛柔軟剤（結晶成長抑制剤）および染色固着剤と一緒に作用する陽イオン重合体ま
たは共重合体を含む。本発明の別の態様は、低分子量布帛増進ポリアミン、布帛柔軟剤（
第四級アンモニウム布帛柔軟剤活性成分）、染色固着剤、および１種の更に他の増進剤、
なかんずく、安定剤、補助溶媒と一緒に作用する陽イオン重合体または共重合体を含む組
成物に関する。本発明のなお別の態様は、低分子量布帛増進ポリアミン、布帛柔軟剤（結
晶成長抑制剤）および第四級アンモニウム布帛柔軟剤、および染色固着剤と一緒に作用す
る陽イオン重合体または共重合体を含む組成物に関する。布帛表面の通常の摩耗破壊は、
染色される布帛の表面層を除去する。特に綿布帛の場合には、染色布帛のこの層以下はそ
れ程染色されず、次いで、染色されない布帛である。摩耗する時に、布帛の摩耗破壊およ
び洗濯サイクルにおける弱くなった布帛繊維の爾後損失のためである「色あせて見えるこ
と」が生ずる。
【００１１】
驚くべきことに、本発明の組成物を構成するエレメントの組み合わせは、布帛、特にセル
ロース系布帛の表面を変性し且つ布帛繊維表面摩耗および爾後の損失を高める条件の多く
を改善することが知見された。また、本発明の組成物は、布帛表面を柔軟化して繊維をそ
れ程摩耗させず、それによって布帛とガーメントが接触する表面との間の摩擦のレベルを
減少する。表面状態のこの変化は、布帛損傷の一因である条件の多くを無効にし、従って
、減衰し、若干の場合には、布帛損傷、それゆえ色の付随の損失を軽減することができる
。
【００１２】
本発明の組成物は、組成物を成分として相容性の完全に処方されたすすぎ添加剤、洗濯添
加剤またはプレソーキング（それらのすべては布帛柔軟剤、洗濯洗剤組成物などと併用す
る）に加える布帛の単独処理に使用できる。本発明の組成物は、単独処理として、または
系としてのいずれかで、布帛を処理した後、機械的摩耗による色の損失および染色された
布帛の上層の除去を減衰するか軽減するための方法を提供するのに好適である。
【００１３】
或いは、組成物は、布帛色一体性系からなる。本発明の系は、衣服の原料である布帛また
は完全に形成された製品（衣服）のいずれかの製造業者による布帛の初期処理として使用
される。しかしながら、布帛を製造業者によって前処理しないならば、好適な保護は、布
帛に与えられる（消費者が系を洗濯時に布帛に適用する）。本発明の系は、布帛からの色
の損失を軽減するために衣服の寿命時のいかなる時点でも使用できる。
【００１４】
下記のものは、本発明の必須エレメントの詳細な説明である。
【００１５】
陽イオン重合体または共重合体
本発明の組成物および系は、重合体、共重合体またはそれらの混合物（前記重合体または
共重合体は少なくとも１種の陽荷電単位、なかんずく、第四級アンモニウム単位または陽
電荷をその場で生成できる単位、なかんずく、第一級アミン部分を含む）約０．０５重量
％から、好ましくは約０．１重量％から、より好ましくは約０．５重量％から、最も好ま
しくは約１重量％から約１０重量％まで、好ましくは約７重量％まで、より好ましくは約
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５重量％までを含む。
【００１６】
（Ｉ）線状重合体単位
本発明の重合体または共重合体は、式
【化１５】

（式中、Ｒ1 、Ｒ2 およびＺは以下に定義する）
を有する１個以上の線状重合体単位を含むことができる。好ましくは、線状重合体単位は
、線状重合性単量体から生成する。線状重合性単量体は、標準重合条件下で線状重合体鎖
を生ずるか或いは重合を線状に重合する単量体とここで定義される。本発明の線状重合性
単量体は、式
【化１６】

を有する。しかしながら、当業者は、多くの有用な線状単量体単位、なかんずく、ビニル
アミン単位、ビニルアルコール単位（線状重合性単量体としてではなく）が間接的に導入
されることを認識する。例えば、一旦主鎖に組み込まれた酢酸ビニル単量体は、加水分解
してビニルアルコール単位を生成する。本発明の目的で、線状重合体単位は、直接導入し
てもよく、即ち、線状重合性単位を介して直接導入してもよく、または間接的に導入して
もよく、即ち、前記ビニルアルコールの場合と同様に前駆物質を介して間接的に導入して
もよい。
【００１７】
各Ｒ1 は、独立に、水素、Ｃ1 ～Ｃ4 アルキル、置換または非置換フェニル、置換または
非置換ベンジル、炭素環、複素環、およびそれらの混合物である。好ましくは、Ｒ1 は、
水素、Ｃ1 ～Ｃ4 アルキル、フェニル、およびそれらの混合物、より好ましくは水素およ
びメチルである。
【００１８】
各Ｒ2 は、独立に、水素、ハロゲン、Ｃ1 ～Ｃ4 アルキル、Ｃ1 ～Ｃ4 アルコキシ、置換
または非置換フェニル、置換または非置換ベンジル、炭素環、複素環、およびそれらの混
合物である。好ましいＲ2 は、水素、Ｃ1 ～Ｃ4 アルキル、およびそれらの混合物である
。
【００１９】
各Ｚは、独立に、水素、ヒドロキシル、ハロゲン、－（ＣＨ2 ）m Ｒ〔式中、Ｒは水素、
ヒドロキシル、ハロゲン、ニトリロ、－ＯＲ3 、－Ｏ（ＣＨ2 ）n Ｎ（Ｒ3 ）2 、－Ｏ（
ＣＨ2 ）n Ｎ

+ （Ｒ3 ）3 Ｘ
- 、－ＯＣＯ（ＣＨ2 ）n Ｎ　（Ｒ3 ）2 、－ＯＣＯ（ＣＨ

2 ）n Ｎ
+ （Ｒ3 ）3 Ｘ

- 、－ＮＨＣＯ（ＣＨ2 ）n Ｎ（Ｒ3 ）2 、－ＮＨＣＯ（ＣＨ2 

）n Ｎ
+ （Ｒ3 ）3 Ｘ

- 、－（ＣＨ2 ）n Ｎ（Ｒ3 ）2 、－（ＣＨ2 ）n Ｎ
+ （Ｒ3 ）3 

Ｘ- 、第四級アンモニウムイオンを含む非芳香族窒素複素環、Ｎ－オキシド部分を含む非
芳香族窒素複素環、芳香族窒素含有複素環（窒素原子の１個以上は第四級化する）、芳香
族窒素含有複素環（少なくとも１個の窒素はＮ－オキシドである）、－ＮＨＣＨＯ（ホル
ムアミド）、またはそれらの混合物である（式中、各Ｒ3 は独立に水素、Ｃ1 ～Ｃ8 アル
キル、Ｃ2 ～Ｃ8 ヒドロキシアルキル、およびそれらの混合物であり；Ｘは水溶性陰イオ
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ンであり；添え字ｎは０～６である）、炭素環、複素環、またはそれらの混合物である〕
、－（ＣＨ2 ）m ＣＯＲ′〔式中、Ｒ′は－ＯＲ3 、－Ｏ（ＣＨ2 ）n Ｎ（Ｒ3 ）2 、－
Ｏ（ＣＨ2 ）n Ｎ

+ （Ｒ3 ）3 Ｘ
- 、－ＮＲ3 （ＣＨ2 ）n Ｎ（Ｒ3 ）2 、－ＮＲ3 （Ｃ

Ｈ2 ）n Ｎ
+ （Ｒ3 ）3 Ｘ

- 、－　（ＣＨ2 ）n Ｎ（Ｒ3 ）2 、－（ＣＨ2 ）n Ｎ
+ （Ｒ

3 ）3 Ｘ
- 、またはそれらの混合物（式中、各Ｒ3 、Ｘおよびｎは前に定義のものと同じ

である）である〕である。好ましいＺは、－Ｏ（ＣＨ2 ）n Ｎ
+ （Ｒ3 ）3 Ｘ

- （式中、
添え字ｎは２～４である）である。添え字ｍは、０～６、好ましくは０～２、より好まし
くは０である。
【００２０】
複素環式Ｚ単位を含む線状重合性単量体の非限定例としては、１－ビニル－２－ピロリジ
ノン、１－ビニルイミダゾール、２－ビニル－１，３－ジオキソラン、４－ビニル－１－
シクロヘキセン１，２－エポキシド、および２－ビニルピリジンが挙げられる。
【００２１】
本発明の重合体および共重合体は、陽電荷を有するか陽電荷をその場で生成する単位を生
ずるＺ単位を含む。本発明の共重合体が１個より多いＺ単位、例えば、Ｚ1 、Ｚ2 ----Ｚ
n 単位を含む時には、共重合体を構成する単量体の少なくとも約１％は、陽イオン単位か
らなるであろう。好ましい陽イオン単位としては、－Ｏ（ＣＨ2 ）n Ｎ

+ （Ｒ3 ）3 Ｘ
- 

および－（ＣＨ2 ）n Ｎ
+ （Ｒ3 ）3 Ｘ

- が挙げられる。本発明の共重合体を２種の単量
体、Ｚ1 、Ｚ2 から生成する時には、Ｚ1 対Ｚ2 の比率は、好ましくは、約９：１から約
１：９である。
【００２２】
陽電荷をその場で生成するために施すことができる間接的Ｚ単位の非限定例は、－ＮＨＣ
ＨＯ単位、ホルムアミドである。処方業者は、ホルムアミド単位（それらの若干はその後
に加水分解してビニルアミン均等物を生成する）を含む重合体または共重合体を製造でき
る。例えば、処方業者は、一般式
【化１７】

を有する共重合体（ホルムアミド単位を含み且つ次いでその後にホルムアミド単位の若干
は加水分解してビニルアミン単位を含む共重合体を生成するように共重合体を処理する）
（前記重合体は式
【化１８】

（式中、Ｚは部分を含む陽イオン単位または非陽イオン単位であってもよく、ｘ′＋ｘ″
＝ｘである）
を有する）を製造できる。
【００２３】
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別の種類の好ましい線状重合性単量体は、式
【化１９】

を有する陽荷電ヘテロ芳香族Ｚ単位を含み、それらの非限定例は４－ビニル（Ｎ－アルキ
ル）ピリジン（式中、Ｒ1 およびＲ2 は各々水素であり、Ｒ6 はメチルである）である。
【００２４】
複素環式環を含む別の種類の好ましい線状重合性単量体としては、Ｎ－オキシド、例えば
、式
【化２０】

を有するＮ－オキシドを含むＺ単位が挙げられる。それらの非限定例は４－ビニルピリジ
ンＮ－オキシドである。
【００２５】
Ｎ－アルキルビニルピリジン単量体およびＮ－オキシドビニルピリジン単量体は、他の非
芳香族単量体、なかんずく、ビニルアミンと適宜組み合わせることができる。しかしなが
ら、本発明の好ましい重合体としては、第四級化Ｎ－オキシド、および窒素含有ヘテロ芳
香族単量体の組み合わせに由来する共重合体が挙げられ、それらの非限定例としては４：
１の比率のＮ－メチルビニルピリジンとビニルピリジンとの共重合体、４：６の比率のＮ
－メチルビニルピリジンとビニルピリジンとの共重合体、重合体対単量体の比率４：１の
ポリ（Ｎ－メチルビニルピリジン）とビニルピリジンＮ－オキシドとの共重合体、重合体
対単量体の比率４：６のポリ（Ｎ－メチルビニルピリジン）とビニルピリジンＮ－オキシ
ド、およびそれらの混合物が挙げられる。
【００２６】
本発明に係る好ましい線状共重合体は、式
【化２１】

〔式中、Ｚ1 は式
【化２２】

を有し、Ｚ2 は式
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（式中、Ｘは塩素である）
を有し；ｘは約１０～約１００，０００の値を有し；ｙは約１０～約１００，０００の値
を有し；ｘ対ｙの比率は９：１から１：９である〕
を有する。この種の共重合体は、例えば、ＢＡＳＦからセディパー(SedipurR ）ＣＦ１０
４として入手できる。
【００２７】
前記のように、若干の好ましい重合体残基は、得られた重合体の処理によって生成しても
よい。例えば、ビニルアミン残基は、好ましくは、ホルムアミド単量体（その後に遊離ア
ミノ単位に加水分解する）を介して導入する。また、ビニルアルコール単位は、酢酸ビニ
ル単量体から生成される残基の加水分解によって得られる。同様に、アクリル酸残基は、
重合後にエステル化してもよく、例えば、式
【化２４】

を有する単位はより好都合には主鎖をアクリル酸またはアクリル酸前駆物質単量体との重
合によって生成した後に生成してもよい。
【００２８】
（II）環状重合性単量体に由来する環式単位
本発明の重合体または共重合体は、環状重合性単量体に由来する１個以上の環式重合体単
位を含むことができる。環状重合性単量体は、標準重合条件下で環式重合体残基を生じ並
びに重合を線状に重合するのに役立つ単量体とここで定義される。本発明の好ましい環状
重合性単量体は、式
【化２５】

（式中、各Ｒ4 は独立に隣接のＲ4 単位と環式残基を形成することに加えて重合を増大で
きる単位を含むオレフィンであり；Ｒ5 はＣ1 ～Ｃ12線状または分枝アルキル、ベンジル
、置換ベンジル、およびそれらの混合物であり；Ｘは水溶性陰イオンである）
を有する。
【００２９】
Ｒ4 単位の非限定例としては、アリルおよびアルキル置換アリル単位が挙げられる。好ま
しくは、得られる環式残基は、第四級窒素原子を含む６員環である。　Ｒ5 は、好ましく
は、Ｃ1 ～Ｃ4 アルキル、好ましくはメチルである。
【００３０】
環式重合体単位を生ずる環状重合性単量体の一例は、式
【化２６】
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を有するジメチルジアリルアンモニウムであり、これは式
【化２７】

（式中、好ましくは、添え字ｚは約１０～約５０，０００である）
を有する単位を有する重合体または共重合体を生ずる。
【００３１】
（III)それらの混合物
本発明の重合体または共重合体は、電荷がその場で生ずるか、重合体または共重合体自体
が本式の正電荷を有するかどうかのいずれにせよ、正味の陽電荷を保持しなければならな
い。好ましくは、重合体または共重合体は、陽電荷を含む残基少なくとも１０％、より好
ましくは少なくとも約２５％、より好ましくは少なくとも約３５％、最も好ましくは少な
くとも約５０％を有する。
【００３２】
本発明の重合体または共重合体は、線状重合性単量体と環状重合性単量体との混合物、例
えば、式
【化２８】

（式中、Ｚ1 、Ｚ2 、ｘ、ｙおよびｚは上に定義のものと同じであり、Ｘは塩化物イオン
である）
を有するポリ（ジメチルジアリルアンモニウムクロリド／アクリルアミド）共重合体を含
むことができる。
【００３３】
本発明の特に好ましい態様は、ジメチルジアリルアンモニウムクロリドをベースとする重
合体およびＮ，Ｎ－ジアルキルアミノアルキル（メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ－ジアルキ
ルアミノアルキルアクリレート、Ｎ，Ｎ－ジアルキルアミノアルキルアクリルアミド、Ｎ
，Ｎ－ジアルキルアミノアルキル（メタ）アクリルアミド、それらの第四級化誘導体およ
びそれらの混合物からなる群から選ばれるコモノマーとアクリルアミドとをベースとする
共重合体を含む組成物である。
【００３４】
本発明に係る好ましい重合体の非限定例としては、
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（i ）Ｎ，Ｎ－ジアルキルアミノアルキル（メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ－ジアルキルア
ミノアルキルアクリレート、Ｎ，Ｎ－ジアルキルアミノアルキルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ
－ジアルキルアミノアルキル（メタ）アクリルアミド、それらの第四級化誘導体およびそ
れらの混合物からなる群から選ばれる第一単量体、および
（ii）アクリル酸、メタクリル酸、Ｃ1 ～Ｃ6 アルキルメタクリレート、Ｃ1 ～Ｃ6 アル
キルアクリレート、Ｃ1 ～Ｃ8 ヒドロキシアルキルアクリレート、Ｃ1 ～Ｃ8 ヒドロキシ
アルキルメタクリレート、アクリルアミド、Ｃ1 ～Ｃ16アルキルアクリルアミド、Ｃ1 ～
Ｃ16ジアルキルアクリルアミド、２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸ま
たはそのアルカリ塩、メタクリルアミド、Ｃ1 ～Ｃ16アルキルメタクリルアミド、Ｃ1 ～
Ｃ16ジアルキルメタクリルアミド、ビニルホルムアミド、ビニルアセトアミド、ビニルア
ルコール、Ｃ1 ～Ｃ8 ビニルアルキルエーテル、ビニルピリジン、イタコン酸、酢酸ビニ
ル、プロピオン酸ビニル、酪酸ビニルおよびそれらの混合物からなる群から選ばれる第二
単量体を含む染料維持共重合体（共重合体は第一単量体少なくとも２５モル％を含む）が
挙げられる。
【００３５】
本発明の態様で高度に有効である共重合体の非限定例としては、アクリルアミド／ジメチ
ルアミノエチルアクリレートメトクロリドの共重合体（モル比２４：１、Ｋ値８５）；ポ
リアクリルアミド：アクリルアミド／ジメチルアミノエチルアクリレートメトクロリドの
共重合体（モル比９：１、Ｋ値７０）；アクリルアミド／ジメチルアミノエチルアクリレ
ートメトクロリドの共重合体（モル比９：１、Ｋ値６０）；アクリルアミド／ジメチルア
ミノエチルアクリレートメトクロリドの共重合体（モル比４９：１、Ｋ値６０）；および
アクリルアミド／ジメチルアミノエチルアクリレートメトクロリドの共重合体（モル比２
４／１、Ｋ値８５）が挙げられる。
【００３６】
ケア系
また、本発明は、高められたケアを布帛に与えるための系に関する。本発明に係るケア系
は、布帛増進上の利益を与える別個に加える組成物との組み合わせで染料保護上の利益を
布帛に与える組成物（前記系は
（ａ）ここに記載のような重合体または共重合体を含む染料保護組成物約０．０５重量％
から、好ましくは約０．１重量％から、より好ましくは約０．５重量％から、最も好まし
くは約１重量％から約１０重量％まで、好ましくは約７重量％まで、より好ましくは約５
重量％まで、
（ｂ）布帛摩耗減少重合体０．０１重量％から、好ましくは約０．１重量％から約２０重
量％まで、好ましくは約１０重量％まで（前記布帛摩耗減少重合体は
（i ）アミド部分を含む少なくとも１種の単量体単位、
（ii）Ｎ－オキシド部分を含む少なくとも１種の単量体単位、
（iii)およびそれらの混合物
を含む）、
（ｃ）場合によって、第四級アンモニウム布帛柔軟化活性成分、それから誘導されるアミ
ン、およびそれらの混合物約１重量％から、好ましくは約１０重量％から、より好ましく
は約２０重量％から約８０重量％まで、好ましくは約６０重量％まで、より好ましくは約
４５重量％まで、
（ｄ）場合によって、主溶媒約１５重量％未満（好ましくは、前記主溶媒はClogP 約０．
１５～約１を有する）、
（ｅ）場合によって、１種以上の染色固着剤約０．００１～約９０重量％、
（ｆ）場合によって、１種以上のセルロース反応性染色固着剤約０．０１～約５０重量％
、
（ｇ）場合によって、塩素捕捉剤約０．０１～約１５重量％、
（ｈ）１種以上の結晶成長抑制剤約０．００５～約１重量％、
（ｉ）場合によって、１種以上の液体担体約１～約１２重量％、
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（ｊ）場合によって、酵素約０．００１～約１重量％、
（ｋ）場合によって、ポリオレフィン乳濁液または懸濁液約０．０１～約８重量％、
（ｌ）場合によって、安定剤約０．０１～約０．２重量％、
（ｍ）場合によって、陽イオン界面活性剤約１～約８０重量％、
（ｎ）漂白剤保護を与える１種以上の線状または環式ポリアミン約０．０１重量％以上、
および
（ｏ）残部（担体および補助成分）
を含む）を含む）からなる。
【００３７】
本発明に係る好ましい系の非限定例は、
（ａ）ここに記載のような重合体または共重合体を含む染料保護組成物約０．０５重量％
から、好ましくは約０．１重量％から、より好ましくは約０．５重量％から、最も好まし
くは約１重量％から約１０重量％まで、好ましくは約７重量％まで、より好ましくは約５
重量％まで、
（ｂ）ポリアミン約０．０１～約５０重量％（前記ポリアミンはＮ，Ｎ′－ビス（アミノ
プロピル）－１，３－プロピレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ビス（ヒドロキシエチル）－Ｎ，
Ｎ′－ビス〔３－Ｎ，Ｎ－ビス（ヒドロキシエチル）アミノプロピル〕－１，３－プロピ
レンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ビス（２－ヒドロキシプロピル）－Ｎ，Ｎ′－ビス〔３－Ｎ，
Ｎ－ビス（２－ヒドロキシプロピル）アミノプロピル〕－１，３－プロピレンジアミン、
Ｎ，Ｎ′－ビス（２－ヒドロキシブチル）－Ｎ，Ｎ′－ビス〔３－Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒ
ドロキシブチル）アミノプロピル〕－１，３－プロピレンジアミン、５－Ｎ－メチルジプ
ロピレントリアミン、１，１－Ｎ－ジメチル－５－Ｎ′－メチル－９，９－Ｎ″－ジメチ
ルジプロピレントリアミン、１，１－Ｎ－ジメチル－９，９－Ｎ″－ジメチルジプロピレ
ントリアミン、およびそれらの混合物からなる群から選ばれる）、
（ｃ）１種以上の結晶成長抑制剤約０．００５～約１重量％、
（ｄ）１種以上の染色固着剤約０．００１～約９０重量％、および
（ｅ）残部（担体および補助成分）
を含む。
【００３８】
本発明に係る別の好ましい系は、
（ａ）ここに記載のような重合体または共重合体を含む染料保護組成物約０．０５重量％
から、好ましくは約０．１重量％から、より好ましくは約０．５重量％から、最も好まし
くは約１重量％から約５重量％まで、好ましくは約３重量％まで、
（ｂ）第四級アンモニウム布帛柔軟化活性成分、それから誘導されるアミン、およびそれ
らの混合物約１重量％から、好ましくは約１０重量％から、より好ましくは約２０重量％
から約８０重量％まで、好ましくは約６０重量％まで、より好ましくは約４５重量％まで
、
（ｃ）低分子量ポリアミン約０．０１～約５０重量％（前記ポリアミンはＮ，Ｎ′－ビス
（アミノプロピル）－１，３－プロピレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ビス（ヒドロキシエチル
）－Ｎ，Ｎ′－ビス〔３－Ｎ，Ｎ－ビス（ヒドロキシエチル）アミノプロピル〕－１，３
－プロピレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ビス（２－ヒドロキシプロピル）－Ｎ，Ｎ′－ビス〔
３－Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシプロピル）アミノプロピル〕－１，３－プロピレンジ
アミン、Ｎ，Ｎ′－ビス（２－ヒドロキシブチル）－Ｎ，Ｎ′－ビス〔３－Ｎ，Ｎ－ビス
（２－ヒドロキシブチル）アミノプロピル〕－１，３－プロピレンジアミン、５－Ｎ－メ
チルジプロピレントリアミン、１，１－Ｎ－ジメチル－５－Ｎ′－メチル－９，９－Ｎ″
－ジメチルジプロピレントリアミン、１，１－Ｎ－ジメチル－９，９－Ｎ″－ジメチルジ
プロピレントリアミン、およびそれらの混合物からなる群から選ばれる）、
（ｄ）１種以上の結晶成長抑制剤約０．００５～約１重量％、および
（ｅ）残部（担体および補助成分）
を含む。
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【００３９】
低分子量ポリアミン
本発明の組成物は、ここに記載の低分子量ポリアミン約０．０１重量％から、好ましくは
約０．７５重量％から、より好ましくは約２重量％から約５０重量％まで、好ましくは約
３５重量％まで、より好ましくは約２０重量％まで、最も好ましくは約１５重量％までを
含む。一般に、ポリアミンは、線状ポリアミンまたは環式ポリアミンのいずれかである。
【００４０】
線状ポリアミン
本発明の高められた布帛外観組成物は、Ｃ2 ～Ｃ6 アルキレン単位を含む主鎖を有する１
種以上のポリアルキレンイミンを含んでもよいが、主鎖は少なくとも１個のＣ3 ～Ｃ6 ア
ルキレン単位を含まなければならず、好ましくは線状ポリアミンは各々Ｃ3 ～Ｃ6 アルキ
レン単位を含む主鎖単位を有する。
【００４１】
本発明のポリアミンは、式
【化２９】

（式中、各Ｒは独立にＣ2 ～Ｃ6 線状アルキレン、Ｃ3 ～Ｃ6 分枝アルキレン、およびそ
れらの混合物であり；好ましくは、主鎖はエチレンと１，３－プロピレンと１，３－プロ
ピレンと１，４－ブチレンと１，６－ヘキシレンとの混合物、より好ましくはエチレンと
１，３－プロピレンとの混合物であり、最も好ましくは主鎖は１，３－プロピレン単位の
みからなる。
【００４２】
Ｒ1 は、水素、Ｃ1 ～Ｃ12アルキル、好ましくはＣ1 ～Ｃ8 アルキル、より好ましくはＣ

1 ～Ｃ4 アルキル、式
－（Ｒ3 Ｏ）m －Ｒ4

（式中、Ｒ3 はＣ2 ～Ｃ6 線状アルキレン、Ｃ3 ～Ｃ6 分枝アルキレン、またはそれらの
混合物、好ましくはエチレン、エチレンと１，２－プロピレンとの混合物、１，２－ブチ
レン、好ましくはエチレン、１，２－プロピレンであり；Ｒ4 は水素、Ｃ1 ～Ｃ6 アルキ
ル、またはそれらの混合物、好ましくは水素またはメチル、より好ましくは水素であり；
添え字ｍは１～４であるが、ｍの値は処方業者によって捜し求められる所望の布帛増進上
の利益に基づかせる）
を有するアルキレンオキシである。例えば、漂白剤保護のレベルは、ｍの値にわたって変
化する。また、実質上線状のポリアミンの染料固着性は、アルキレンオキシ単位が不在で
ある時、即ち、Ｒ1 およびＲ2 が水素である時に最大限にされる。また、Ｒ1 は、式
【化３０】

（式中、Ｒ5 はＣ1 ～Ｃ22線状または分枝アルキル、Ｃ3 ～Ｃ22線状または分枝アルケニ
ル、またはそれらの混合物であり；好ましくはＲ5 は増大された布帛潤滑性を十分に与え
るヒドロカルビル部分であり、より好ましくはＣ6 ～Ｃ12アルキル、式
－（ＣＨ2 ）y （ＣＨＯＨ）z Ｈ
〔式中、添え字ｙは１～５であり、ｚは１～３であり、但しｙ＋ｚは６以下であり、－（
ＣＨＯＨ）－単位は窒素原子に直接には結合しない〕
を有するヒドロキシアルキルである〕
を有するアシルである。ヒドロキシアルキル単位の非限定例としては、２－ヒドロキシア
ルキル、例えば、－ＣＨ2 ＣＨＯＨＣＨ3 、－ＣＨ2 ＣＨＯＨＣＨ2 ＣＨ2 ＣＨ2 ＣＨ3 
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リンを形成できる。２個のＲ1 単位が一緒に取って環を形成する主鎖の一例は、式
【化３１】

を有する。また、本発明は、ここに記載のＲ1 単位の混合物を包含する。
【００４３】
Ｒ2 は、水素、Ｒ1 、－ＲＮ（Ｒ1 ）2 、およびそれらの混合物である。整数ｎは、１～
６、好ましくは１～４、より好ましくは１～３の値を有する。
【００４４】
最も好ましい線状ポリアミンは、Ｒが１，３－プロピレン、ｎが２に等しい主鎖を有し、
Ｎ，Ｎ′－ビス（３－アミノプロピル）－１，３－プロピレンジアミン（ＴＰＴＡ）であ
る。次いで、この好ましい主鎖は、処方業者に最大の布帛上の利益および低分子量アミン
と特定の態様との相容性を与える方式で置換でき、または非置換のままにすることができ
る。非限定例として、Ｒ1 およびＲ2 が各々水素に等しい時には、漂白剤の存在下でさえ
、特定の液体布帛ケア態様における染色固着性は、最大である。また、Ｒ1 およびＲ2 が
水素に等しくない時には、漂白剤捕捉上の利益が高められる。
【００４５】
当業者は、ポリプロピレンアミン主鎖を製造するために使用する合成法に応じて、変化す
る量の線状物質と分枝物質との両方とも最終製品混合物に存在するであろうことを認識す
るであろう。本発明の線状ポリアミンの好ましい主鎖は、少なくとも１個の１，３－プロ
ピレン単位、好ましくは少なくとも２個の１，３－プロピレン単位を含む。
【００４６】
本発明の目的で、主鎖窒素を「非変性」と称する時には、窒素は、水素原子のみを含有す
る。「変性」ポリアミンは、前記のような１個以上のアルキレンオキシ単位を有する。好
ましい置換基は、メチル、２－ヒドロキシエチル、２－ヒドロキシプロピル、１，２－プ
ロピレンオキシ、２－ヒドロキシブチル、およびそれらの混合物、より好ましくはメチル
および２－ヒドロキシプロピルである。
【００４７】
特定の処方物の場合には、アルキル化ポリアミンからなるポリアミン、例えば、式
【化３２】

を有するテトラメチルジプロピレントリアミン（１，１－Ｎ－ジメチル－９，９－Ｎ″－
ジメチルジプロピレントリアミン）、式
【化３３】

を有する過メチル化ジプロピレントリアミン（１，１－Ｎ－ジメチル－５－Ｎ′－メチル
－９，９－Ｎ″－ジメチルジプロピレントリアミン）、および式
【化３４】
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を有するモノメチル化ジプロピレントリアミン（５－Ｎ′－メチル－ジプロピレントリア
ミン）が好ましい。
【００４８】
環式アミン
本発明の高められた布帛外観組成物は、環窒素の少なくとも１個が少なくとも１個のＣ3 

～Ｃ6 アルキレンイミン単位で置換されている１種以上の環式ポリアルキレンアミンを含
んでもよい。
【００４９】
本発明の低分子量環式ポリアミンは、式
Ｒ－Ｌ－Ｒ
〔式中、Ｌは結合単位（該結合単位は少なくとも２個の窒素原子を有する環を含む）、例
えば、１，４－ピペラジンであり；Ｒは水素、－（ＣＨ2 ）k Ｎ（Ｒ1 ）2 、およびそれ
らの混合物であり、少なくとも１個の環式ポリアミンＲ単位は－（ＣＨ2 ）k Ｎ（Ｒ1 ）

2 単位であり、好ましくは両方のＲ単位は－（ＣＨ2 ）k Ｎ（Ｒ1 ）2 であり、各添え字
ｋは独立に３～１２の値を有し、好ましくはｋは３である）
を有するポリアミン主鎖からなる。好ましくは、Ｒ単位を含めて環式アミンの主鎖は、２
５０ドルトン以下である。最も好ましい主鎖環は、１，４－ピペラジンである。
【００５０】
Ｒ1 は、水素、Ｃ1 ～Ｃ12アルキル、好ましくはＣ1 ～Ｃ8 アルキル、より好ましくはＣ

1 ～Ｃ4 アルキル、最も好ましくはメチル、式
－（Ｒ3 Ｏ）m －Ｒ4

（式中、Ｒ3 はＣ2 ～Ｃ6 線状アルキレン、Ｃ3 ～Ｃ6 分枝アルキレン、またはそれらの
混合物、好ましくはエチレン、エチレンと１，２－プロピレンとの混合物、１，２－ブチ
レン、好ましくはエチレン、１，２－プロピレンであり；Ｒ4 は水素、Ｃ1 ～Ｃ6 アルキ
ル、またはそれらの混合物、好ましくは水素またはメチル、より好ましくは水素であり；
添え字ｍは１～４であるが、ｍの値は処方業者によって捜し求められる所望の布帛増進上
の利益に基づかせる）
を有するアルキレンオキシである。例えば、漂白剤保護のレベルは、ｍの値にわたって変
化する。また、Ｒ1 は、式
【化３５】

（式中、Ｒ5 はＣ1 ～Ｃ22線状または分枝アルキル、Ｃ3 ～Ｃ22線状または分枝アルケニ
ル、またはそれらの混合物であり；好ましくはＲ5 は増大された布帛潤滑性を十分に与え
るヒドロカルビル部分であり、より好ましくはＣ6 ～Ｃ12アルキル、式
－（ＣＨ2 ）y （ＣＨＯＨ）z Ｈ
〔式中、添え字ｙは１～５であり、ｚは１～３であり、但しｙ＋ｚは６以下であり、－（
ＣＨＯＨ）－単位は窒素原子に直接には結合しない〕
を有するヒドロキシアルキルである〕
を有するアシルである。ヒドロキシアルキル単位の非限定例としては、２－ヒドロキシア
ルキル、例えば、－ＣＨ2 ＣＨＯＨＣＨ3 、－ＣＨ2 ＣＨＯＨＣＨ2 ＣＨ2 ＣＨ2 ＣＨ3 

が挙げられる。２個のＲ1 単位は、一緒に取って５～７員環、即ち、ピペリジン、モルホ
リンを形成できる。
【００５１】
好ましくは、本発明の環式アミンの主鎖は、式
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【化３６】

（式中、各Ｒ7 は独立に水素、Ｃ1 ～Ｃ4 アルキル、Ｃ1 ～Ｃ4 ヒドロキシアルキル、Ｃ

1 ～Ｃ4 アミノアルキルであり、または同じ炭素原子の２個のＲ7 単位は酸素に結合して
、このように炭素原子が環原子であるカルボニル基（Ｃ＝Ｏ）を形成し、およびそれらの
混合物である）
を有するＮ，Ｎ′－ビス置換１，４－ピペラジン環からなる。Ｌ単位を含むカルボニル含
有環の例は、１，４－ジケトピペリジンである。
【００５２】
好ましくは、本発明のポリアミンの主鎖は、変性前に、式
【化３７】

（式中、各Ｒ単位は－（ＣＨ2 ）3 ＮＨ2 である）
を有する。
【００５３】
しかしながら、環式単位は、一方のＲ単位が水素であり且つ他方のＲ単位が－（ＣＨ2 ）

k ＮＨ2 である場合と同様に１個のみの環窒素上で置換してもよく、例えば、式
【化３８】

を有するピペラジンである。
【００５４】
本発明の環式ポリアミンの主鎖は、好ましくは、少なくとも１個の１，３－プロピレン単
位、より好ましくは少なくとも２個の１，３－プロピレン単位を含む。
本発明の目的で、主鎖窒素を「非変性」と称する時には、窒素は、水素原子のみを含有す
る。「変性」ポリアミンは、前記のような１個以上の置換基単位を有する。好ましくは、
主鎖単位を変性する時には、窒素のすべては、変性する。好ましいアルキレンオキシ置換
基は、エチレンオキシ、１，２－プロピレンオキシ、およびそれらの混合物、より好まし
くは１，２－プロピレンオキシである。
【００５５】
結晶成長抑制剤
本発明の組成物は、場合によって、１種以上の結晶成長抑制剤約０．００５重量％から、
好ましくは約０．５重量％から、より好ましくは約０．１重量％から約１重量％まで、好
ましくは約０．５重量％まで、より好ましくは約０．２５重量％まで、最も好ましくは約
０．２重量％までを含む。下記の「結晶成長抑制試験」は、結晶成長抑制剤として使用す
るための物質の適合性を測定するために使用される。
【００５６】
結晶成長抑制試験（ＣＧＩＴ）
本発明に係る結晶成長抑制剤として役立つための物質の適合性は、特定の無機微結晶の成
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長速度を生体外で評価することによって測定できる。「溶液中でのリン酸カルシウム核生
成および成長」、Prog. Crystal Growth Charact.,第３巻第７７頁～第１０２頁（１９８
０）（ここに参考文献として編入）に記載のナンコラス等の方法は、結晶成長抑制につい
て化合物を評価するのに好適である方法である。以下のグラフは、プロットの一例として
役立って仮説結晶成長抑制剤によって与えられる結晶形成における時間遅れ（t-lag ）を
示す。
【００５７】
【化３９】

観察されたt-lag は、リン酸カルシウム結晶の成長を遅延することに関しての化合物の効
率の尺度を与える。t-lag が大きければ大きい程、結晶成長抑制剤は効率的である。
【００５８】
例証法
好適な容器で２．１Ｍ　ＫＣｌ（３５ml）、０．０１７５Ｍ　ＣａＣｌ2 （５０ml）、０
．０１Ｍ　ＫＨ2 ＰＯ4 （５０ml）、および脱イオン水（３５０ml）を合わせる。標準カ
ロメル参照電極を備えた標準pH電極を挿入し、酸素の溶液をパージしながら温度を３７℃
に調整する。一旦温度およびpHを安定化したら、次いで、被試験結晶成長抑制剤の溶液を
加える。典型的な抑制剤試験濃度は、１×１０-6Ｍである。溶液を０．０５Ｍ　ＫＯＨで
pH７．４に滴定する。次いで、混合物をヒドロキシアパタイトスラリー５mlで処理する。
ヒドロキシアパタイトスラリーは、ビオ－ゲル(Bio-GelR ）ＨＴＰヒドロキシアパタイト
粉末（１００ｇ）を蒸留水１リットル中で温浸し（そのpHを十分な６Ｎ　ＨＣｌの添加に
よって２．５に調整）、その後、ヒドロキシアパタイトのすべてが溶解されるまで溶液を
加熱することによって調製できる（数日間の加熱が必要とされることがある）。次いで、
pHを５０％水性ＫＯＨの溶液の添加によって１２に調整しながら、溶液の温度を約２２℃
に維持する。もう一度、溶液を加熱し、上澄み除去前に得られたスラリーを２日間沈降さ
せる。蒸留水１．５リットルを加え、溶液を攪拌し、次いで、再度２日間沈降した後に上
澄みを除去する。このすすぎ法をもう６回繰り返した後、２Ｎ　ＨＣｌを使用して溶液の
pHを中性に調整する。得られたスラリーは、３７℃で１１ヶ月間貯蔵できる。
【００５９】
本発明で使用するのに好適である結晶成長抑制剤は、１×１０-6Ｍの濃度でt-lag 少なく
とも１０分、好ましくは少なくとも２０分、より好ましくは少なくとも５０分を有する。
結晶成長抑制剤は、結晶成長抑制剤が重金属イオン、即ち、銅の低結合親和力を有すると
いう事実によってキレート化剤と区別される。例えば、結晶成長抑制剤は、２５℃で測定
した時に０．１イオン強度の溶液中での銅イオンに対する親和力１５未満、好ましくは１
２未満を有する。
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【００６０】
本発明の好ましい結晶成長抑制剤は、カルボキシル化合物、有機ジホスホン酸、およびそ
れらの混合物からなる群から選ばれる。下記のものは、好ましい結晶成長抑制剤の非限定
例である。
【００６１】
カルボキシル化合物
結晶成長抑制剤として役立つカルボキシル化合物の非限定例としては、グリコール酸、フ
ィチン酸、ポリカルボン酸、カルボン酸およびポリカルボン酸の重合体および共重合体、
およびそれらの混合物が挙げられる。抑制剤は、酸形または塩形であってもよい。好まし
くは、ポリカルボン酸は、２個以下の炭素原子（例えば、メチレン単位）によって分離さ
れる少なくとも２個のカルボン酸基を有する物質からなる。好ましい塩形としては、アル
カリ金属、リチウム、ナトリウム、およびカリウム、およびアルカノールアンモニウムが
挙げられる。本発明で使用するのに好適なポリカルボキシレートは、米国特許第３，１２
８，２８７号明細書、米国特許第３，６３５，８３０号明細書、米国特許第４，６６３，
０７１号明細書、米国特許第３，９２３，６７９号明細書、米国特許第３，８３５，１６
３号明細書、米国特許第４，１５８，６３５号明細書、米国特許第４，１２０，８７４号
明細書および米国特許第４，１０２，９０３号明細書（それらの各々をここに参考文献と
して編入）に更に開示されている。
【００６２】
更に他の好適なポリカルボキシレートとしては、エーテルヒドロキシポリカルボキシレー
ト、ポリアクリレート重合体、無水マレイン酸とアクリル酸のエチルエーテルまたはビニ
ルメチルエーテルとの共重合体が挙げられる。１，３，５－トリヒドロキシベンゼンと２
，４，６－トリスルホン酸とカルボキシメチルオキシコハク酸との共重合体も、有用であ
る。ポリ酢酸、例えば、エチレンジアミン四酢酸およびニトリロ三酢酸のアルカリ金属塩
、およびポリカルボン酸、例えば、メリト酸、コハク酸、オキシジコハク酸、ポリマレイ
ン酸、ベンゼン１，３，５－トリカルボン酸、カルボキシメチルオキシコハク酸のアルカ
リ金属塩は、結晶成長抑制剤として本発明で使用するのに好適である。
【００６３】
結晶成長抑制剤として有用である重合体および共重合体は、好ましくは約５００ドルトン
以上～約１００，０００ドルトンまで、より好ましくは約５０，０００ドルトンまでであ
る分子量を有する。
【００６４】
結晶成長抑制剤として使用するための市販の物質の例としては、ＢＦグッドリッチからの
ポリアクリレート重合体グッド－ライト(Good-RiteR ）、ローム・エンド・ハースからの
アクリゾル(AcrysolR ）、ＢＡＳＦからのソカラン(SokalanR ）、およびノルソ・ハース
からのノラゾル(NorasolR ）が挙げられる。ノラゾルR ポリアクリレート重合体が好まし
く、アミノホスホン酸変性ポリアクリレート重合体であるノラゾルR ４１０Ｎ（分子量１
０，０００）およびノラゾルR ４４０Ｎ（分子量４０００）がより好ましく、且つノルソ
－ハースからナラゾルR ＱＲ７８４（分子量４０００）として販売されている酸形のこの
変性重合体もより好ましい。
【００６５】
ポリカルボキシレート結晶成長抑制剤としては、サイトレート、例えば、クエン酸および
その可溶性塩（特にナトリウム塩）、３，３－ジカルボキシ－４－オキサ－１，６－ヘキ
サンジオエートおよび関連化合物（米国特許第４，５６６，９８４号明細書に更に開示）
（ここに参考文献として編入）、Ｃ5 ～Ｃ20アルキル、Ｃ5 ～Ｃ20アルケニルコハク酸お
よびそれらの塩が挙げられる（それらのうち、コハク酸ドデセニル、コハク酸ラウリル、
コハク酸ミリスチル、コハク酸パルミチル、コハク酸２－ドデセニル、コハク酸２－ペン
タデセニルが非限定例である）。他の好適なポリカルボキシレートは、米国特許第４，１
４４，２２６号明細書、米国特許第３，３０８，０６７号明細書および米国特許第３，７
２３，３２２号明細書（それらのすべてをここに参考文献として編入）に開示されている
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。
【００６６】
有機ジホスホン酸
有機ジホスホン酸も、結晶成長抑制剤として使用するのに好適である。本発明の目的で、
「有機ジホスホン酸」なる用語は、「窒素原子を含まない有機ジホスホン酸または塩」と
定義される。好ましい有機ジホスホン酸としては、エチレンジホスホン酸、α－ヒドロキ
シ－２－フェニルエチルジホスホン酸、メチレンジホスホン酸、ビニリデン－１，１－ジ
ホスホン酸、１，２－ジヒドロキシエタン－１，１－ジホスホン酸、ヒドロキシエタン－
１，１－ジホスホン酸、それらの塩、およびそれらの混合物からなる群から選ばれるＣ1 

～Ｃ4 ジホスホン酸、好ましくはＣ2 ジホスホン酸が挙げられる。ヒドロキシエタン－１
，１－ジホスホン酸（ＨＥＤＰ）がより好ましい。
【００６７】
染色固着剤
本発明の組成物は、場合によって、１種以上の染色固着剤約０．０１重量％から、好まし
くは約０．５重量％から約９０重量％まで、好ましくは約５０重量％まで、より好ましく
は約１０重量％まで、最も好ましくは約５重量％までを含む。
染色固着剤、または「固着剤」は、洗浄による布帛からの染料の損失を最小限にすること
によって染色布帛の外観を改善するように設計される周知の市販の物質である。若干の態
様で布帛柔軟剤活性成分として役立つことができる成分は、この定義内には包含されない
。
【００６８】
多くの染色固着剤は、陽イオンであり且つ第四級化窒素化合物または使用条件下でその場
で生成する強い陽電荷を有する窒素化合物をベースとする。陽イオン固着剤は、数種の供
給者から各種の商品名で入手できる。代表例としては、クロスフィールドからのクロスカ
ラー（CROSCOLOR)ＰＭＦ（１９８１年７月、コードNo. ７８９４）およびクロスカラーＮ
ＯＦＦ（１９８８年１月、コードNo. ８５４４）；サンドズからのインドゾルＥ－５０（
１９８４年２月２７日、参照No. ６００８．３５．８４；ポリエチレンアミンをベースと
する）；サンドズからのサンドフィックス（SANDOFIX）ＴＰＳは、ここで使用するのに好
ましい染色固着剤である。追加の非限定例としては、サンドズからのサンドフィックスＳ
ＷＥ　（陽イオン樹脂状化合物）、ＣＨＴベイトリッチＧＭＢＨからのレウィン（REWIN)
ＳＲＦ、レウィンＳＲＦ－ＯおよびレウィンＤＷＲ、チバ－ガイギーからのチノフィック
ス(TinofixR ）ＥＣＯ、チノフィックスR ＦＲＤおよびゾルフィン　（SolfinR ）が挙げ
られる。本発明の組成物で使用するのに好ましい染色固着剤は、クラリアントからのカル
タフィックス（CARTAFIX）ＣＢR である。
【００６９】
他の陽イオン染色固着剤は、クリストファー・シー・クックによる「布類繊維上での染料
の堅牢度を改善するための後処理」（Rev. Prog. Coloration 第１２巻、１９８２年）に
記載されている。本発明で使用するのに好適な染色固着剤は、アンモニウム化合物、例え
ば、脂肪酸－ジアミン縮合物、なかんずく、塩酸塩、酢酸塩、メト硫酸塩およびジアミン
エステルのベンジル塩酸塩である。非限定例としては、オレイルジエチルアミノエチルア
ミド、オレイルメチルジエチレンジアミンメトサルフェート、モノステアリルエチレンジ
アミノトリメチルアンモニウムメトサルフェートが挙げられる。加えて、第三級アミンの
Ｎ－オキシド；高分子アルキルジアミンの誘導体、ポリアミン－塩化シアヌル縮合物およ
びアミノ化グリセロールジクロロヒドリンは、本発明の組成物で染色固着剤として使用す
るのに好適である。
【００７０】
セルロース反応性染色固着剤
本発明で使用するのに好適な別の染色固着剤は、セルロース反応性染色固着剤である。本
発明の組成物は、場合によって、１種以上のセルロース反応性染色固着剤約０．０１重量
％から、好ましくは約０．０５重量％から、より好ましくは約０．５重量％から約５０重
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量％まで、好ましくは約２５重量％まで、より好ましくは約１０重量％まで、最も好まし
くは約５重量％までを含む。セルロース反応性染色固着剤は、「染色固着剤系」を構成す
るために前記の１種以上の染色固着剤と適宜組み合わせてもよい。
【００７１】
「セルロース反応性染色固着剤」なる用語は、「その場または処方業者によるかのいずれ
かで熱の適用時または熱処理時にセルロース繊維と反応する染色固着剤」とここで定義さ
れる。本発明で使用するのに好適なセルロース反応性染色固着剤は、下記の試験法によっ
て定義できる。
【００７２】
セルロース反応性試験（ＣＲＴ）
染料をブリードすることができる布帛の４片（例えば、ダイイレクトレッド８０で染色さ
れた編んだ綿１０×１０cm）を選ぶ。２つの見本をそれぞれ第一コントロールおよび第二
コントロールとして使用する。２つの残りの見本を被試験セルロース反応性染色固着剤１
％（ｗ／ｗ）を含有する水溶液に２０分間ソーキングする。見本を取り出し、十分に乾燥
する。十分に乾燥された処理見本の１つを「リネン布帛」温度設定に調整されるアイロン
掛けカレンダーに１０回通過する。また、第一コントロール見本を同じ温度設定でアイロ
ン掛けカレンダーに１０回通過する。
【００７３】
すべての４つの見本（２つのコントロール見本および２つの処理見本、それらの各々の１
つはアイロン掛けカレンダーによって処理されている）を別個にラウンダーオメーターポ
ット中で典型的な条件下で推奨される用量で使用する市販の洗剤で６０℃において１／２
時間洗浄した後、冷水２００mlで４回十分にすすぎ、その後にライン乾燥する。
【００７４】
次いで、色彩堅牢度は、新しい未処理見本のＤＥ値を試験を受けた４つの見本と比較する
ことによって測定する。ＤＥ値、計算された色差は、ＡＳＴＭ　Ｄ２２４４において定義
する。一般に、ＤＥ値は、ＣＩＥ１９７６ＣＩＥＬＡＢ対立色空間、ハンター対立色空間
、フリーレ－マック・アダム－チッケリング色空間または均等の色空間で定義される明記
の組の色差式によって計算する時に三刺激値により、または色度コーディネートおよび輝
度因子により定義される２つの精神物理学的色刺激間の差の大きさおよび方向に関連する
。本発明の目的で、試料のＤＥ値が小さければ小さい程、試料は未処理試料に近く且つ色
彩堅牢度上の利益は大きい。
【００７５】
試験が選択またはセルロース反応性染色固着剤に関連するので、アイロン掛け工程で処理
された見本のＤＥ値が２つのコントロール見本より良い値を有するならば、候補は、本発
明の目的でセルロース反応性染色固着剤である。
【００７６】
典型的には、セルロース反応性染色固着剤は、セルロース反応性部分を含有する化合物で
あり、これらの化合物の非限定例としてはハロゲノ－トリアジン、ビニルスルホン、エピ
クロロヒドリン誘導体、ヒドロキシエチレン尿素誘導体、ホルムアルデヒド縮合物、ポリ
カルボキシレート、グリオキサールおよびグルタルアルデヒド誘導体、およびそれらの混
合物が挙げられる。更に他の例は、特定の求電子性基およびそれらの対応セルロース親和
力を開示している「布類加工および性質」、チロン・エル・ビゴ、第１２０頁～第１２１
頁、エルセビア（１９９７）で見出すことができる。
【００７７】
好ましいヒドロキシエチレン尿素誘導体としては、ジメチロールジヒドロキシエチレン、
尿素、およびジメチル尿素グリオキサールが挙げられる。好ましいホルムアルデヒド縮合
物としては、ホルムアルデヒドおよびアミノ基、イミノ基、フェノール基、尿素基、シア
ナミド基および芳香族基から選ばれる基から誘導される縮合物が挙げられる。この種のう
ちの市販の化合物は、クラリアントからのサンドフィックスＷＥ５６、ゼネカからのゼテ
ックス（Zetex)Ｅおよびバイエルからのレボゲン（Levogen)ＢＦである。好ましいポリカ
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ルボキシレート誘導体としては、ブタンテトラカルボン酸誘導体、クエン酸誘導体、ポリ
アクリレートおよびその誘導体が挙げられる。最も好ましいセルロース反応性染色固着剤
は、クラリアントからインドゾル（Indosol)ＣＲの商品名で商品化されているヒドロキシ
エチル尿素誘導体クラスの１つである。なお他の最も好ましいセルロース反応性染色固着
剤は、ＣＨＴ　Ｒ．ベイトリッチから商品名レウィンＤＷＲおよびレウィンＷＢＳで商品
化されている。
【００７８】
補助成分
本発明の組成物は、場合によって、１種以上の補助成分も含んでもよい。補助成分の非限
定例は、布帛柔軟剤活性成分、電解質、安定剤、低分子量水溶性溶媒、例えば、主溶媒、
キレート化剤、陽電荷増進剤、分散助剤、防汚剤、非イオン布帛柔軟剤、濃縮助剤、香料
、防腐剤、着色剤、光学増白剤、乳濁剤、布帛ケア剤、収縮防止剤、しわ防止剤、布帛さ
らさら性付与剤、スポッティング剤、殺菌剤、殺真菌剤、耐食剤、消泡剤、およびそれら
の混合物からなる群から選ばれる。
【００７９】
布帛柔軟化活性成分
本発明の組成物は、場合によって、組成物の少なくとも約１重量％、好ましくは約１０重
量％から、より好ましくは約２０重量％から約８０重量％まで、より好ましくは約６０重
量％まで、最も好ましくは約４５重量％までの１種以上の布帛柔軟剤活性成分を含む。
【００８０】
本発明に係る好ましい布帛柔軟化活性成分は、式
【化４０】

を有する陽イオン布帛柔軟剤活性成分の原料であるアミン、式
【化４１】

を有する第四級アンモニウム化合物およびそれらの混合物（式中、各Ｒは独立にＣ1 ～Ｃ

6 アルキル、Ｃ1 ～Ｃ6 ヒドロキシアルキル、ベンジル、およびそれらの混合物であり；
Ｒ1 は好ましくはＣ11～Ｃ22線状アルキル、Ｃ11～Ｃ22分枝アルキル、Ｃ11～Ｃ22線状ア
ルケニル、Ｃ11～Ｃ22分枝アルケニル、およびそれらの混合物であり；Ｑは式
【化４２】

を有する単位から独立に選ばれるカルボニル部分であり；Ｒ2 は水素、Ｃ1 ～Ｃ4 アルキ
ル、好ましくは水素であり；Ｒ3 はＣ1 ～Ｃ4 アルキル、好ましくは水素またはメチルで
あり；好ましくはＱは式
【化４３】
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を有し；Ｘは柔軟剤相容性陰イオン、好ましくは強酸の陰イオン、例えば、クロリド、ブ
ロミド、メチルサルフェート、エチルサルフェート、サルフェート、ニトレートおよびそ
れらの混合物、より好ましくはクロリドおよびメチルサルフェートである）である。陰イ
オンは、それ程好ましくないが、二重電荷も担持できる（この場合には、Ｘ(-) は基の半
分を表わす）。添え字ｍは１～３の値を有し；添え字ｎは１～４、好ましくは２または３
、より好ましくは２の値を有する。
【００８１】
本発明の１態様は、分子当たり添え字ｎの２個以上の異なる値を有するアミンおよび第四
級化アミン、例えば、出発アミンメチル（３－アミノプロピル）（２－ヒドロキシエチル
）アミンから製造される柔軟剤活性成分を与える。
【００８２】
本発明に係るより好ましい柔軟剤活性成分は、式
【化４４】

を有する（式
【化４５】

を有する単位は脂肪アシル部分である）。本発明の柔軟剤活性成分で使用するのに好適な
脂肪アシル部分は、トリグリセリド源、例えば、タロー、植物油および／または部分水素
添加植物油、例えば、なかんずく、カノーラ油、サフラワー油、落花生油、ヒマワリ油、
トウモロコシ油、大豆油、トール油、米糠油に由来する。添え字ｍに２に等しいジエステ
ル第四級アンモニウム化合物（ＤＥＱＡ）が、一層好ましい。
【００８３】
処方業者は、最終布帛柔軟剤活性成分の所望の物理的性質および性能特性に応じて、前記
脂肪アシル部分源のいずれも選ぶことができ、或いは、処方業者は、「注文で作られるブ
レンド」を調製するためにトリグリセリド源を混合できる。しかしながら、油脂の当業者
は、脂肪アシル組成物が植物油の場合と同様に、収穫物から収穫物へ、または植物油源の
バラエティーから植物油源のバラエティーへ変化してもよいことを認識する。天然源に由
来する脂肪酸を使用して製造されるＤＥＱＡが、好ましい。
【００８４】
本発明の好ましい態様は、Ｃ11～Ｃ22アルケニル、例えば、ポリアルケニル（ポリ不飽和
）単位、なかんずく、オレイン酸、リノール酸、リノレン酸少なくとも約３％、好ましく
は少なくとも約５％、より好ましくは少なくとも約１０％、最も好ましくは少なくとも約
１５％を有するＲ1 単位を含む柔軟剤活性成分を与える。
【００８５】
本発明の目的で、「混合鎖脂肪アシル単位」なる用語は、「カルボニル炭素原子を含めて
炭素数１０～２２のアルキルおよびアルケニル単位を含む脂肪アシル単位の混合物（アル
ケニル鎖の場合には、１～３個の二重結合を有し、好ましくはすべての二重結合はシス配
置にある）と定義される。本発明のＲ1 単位に関しては、脂肪アシル基の少なくとも実質
的な％、例えば、約２５％から、好ましくは約５０％から約７０％まで、好ましくは約６
５％までは不飽和であることが好ましい。ポリ不飽和脂肪アシル基を含有する布帛柔軟化
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活性成分の合計量は、約３％から、好ましくは約５％から、より好ましくは約１０％から
約３０％まで、好ましくは約２５％まで、より好ましくは約１８％までであることができ
る。前記のように、シスおよびトランス異性体は使用でき、好ましくはシス／トランス比
率は１：１から、好ましくは少なくとも３：１、より好ましくは約４：１から約５０：１
まで、より好ましくは約２０：１までであるが、最小は１：１である。
タロー、カノーラ、または他の脂肪アシル単位鎖内に含有される不飽和の量は、対応脂肪
酸のヨウ素価（ＩＶ）によって測定でき、本件の場合には好ましくは５～１００の範囲内
であるべきであり、２カテゴリーの化合物が区別され、ＩＶ２５以下または２５より大き
いＩＶを有する。
【００８６】
事実、ヨウ素価が５～２５、好ましくは１５～２０である時に、タロー脂肪酸から誘導さ
れる式
【化４６】

を有する化合物の場合には、シス／トランス異性体重量比約３０／７０以上、好ましくは
約５０／５０以上、より好ましくは約７０／３０以上は、最適の濃縮性を与えることが見
出された。
【００８７】
非常に高い濃度が必要とされない限り、２５より大きいヨウ素価を有するタロー脂肪酸か
ら生成されるこの種の化合物の場合には、シス異性体対トランス異性体の比率は、それ程
臨界的ではないことが見出された。本発明の更に他の好ましい態様は、Ｒ1 の平均ヨウ素
価が約４５であるＤＥＱＡを含む。
【００８８】
本発明の等方性液体で使用するのに好適なＲ1 単位は、更に、親脂肪酸のヨウ素価（ＩＶ
）が好ましくは約１０から、より好ましくは約５０から、最も好ましくは約７０から約１
４０まで、好ましくは約１３０まで、より好ましくは約１１５までの値であることを特徴
とすることができる。しかしながら、処方業者は、実施するために選ぶ本発明の態様に応
じて、前記範囲外のヨウ素価を有する脂肪アシル単位の量を加えたいことがある。例えば
、「硬化ストック」（ＩＶ約１０以下）は、最終柔軟剤活性成分の性質を調整するために
脂肪酸混合物源と合わせてもよい。
【００８９】
好ましい脂肪アシル単位源、特に第一級アルキル鎖に沿って置換された分枝、例えば、「
ゲルベ分枝」、メチル、エチルなどの単位を有する脂肪アシル単位源、合成脂肪アシル単
位源も、好適である。例えば、処方業者は、「非天然産」位置、例えば、Ｃ17鎖の第三炭
素でメチル分枝を有する１種以上の脂肪アシル単位を加えたいことがある。「非天然産」
なる用語によってここで意味されることは、　「有意量（約０．１％以上）では見出され
ないアシル単位がここに記載のトリグリセリド源用供給原料として役立つ普通の油脂であ
る」ことである。所望の分枝鎖脂肪アシル単位が容易に入手できる天然供給原料から入手
できないならば、それゆえ、合成脂肪酸は、他の合成物質またはアシル単位の他の天然ト
リグリセリド誘導源と適宜混合できる。
【００９０】
下記のものは、本発明に係る好ましい柔軟剤活性成分の例である。
【００９１】
Ｎ，Ｎ－ジ（タローイル－オキシ－エチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリド；
Ｎ，Ｎ－ジ（カノーリル－オキシ－エチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリド；
Ｎ，Ｎ－ジ（タローイル－オキシ－エチル）－Ｎ－メチル－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル
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）アンモニウムメチルサルフェート；
Ｎ，Ｎ－ジ（カノーリル－オキシ－エチル）－Ｎ－メチル－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル
）アンモニウムメチルサルフェート；
Ｎ，Ｎ－ジ（タローイルアミドエチル）－Ｎ－メチル－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）ア
ンモニウムメチルサルフェート；
Ｎ，Ｎ－ジ（２－タローイルオキシ－２－オキソ－エチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニ
ウムクロリド；
Ｎ，Ｎ－ジ（２－カノーリルオキシ－２－オキソ－エチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニ
ウムクロリド；
Ｎ，Ｎ－ジ（２－タローイルオキシエチルカルボニルオキシエチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチル
アンモニウムクロリド；
Ｎ，Ｎ－ジ（２－カノーリルオキシエチルカルボニルオキシエチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチル
アンモニウムクロリド；
Ｎ－（２－タローオイルオキシ－２－エチル）－Ｎ－（２－タローイルオキシ－２－オキ
ソ－エチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリド；
Ｎ－（２－カノーリルオキシ－２－エチル）－Ｎ－（２－カノーリルオキシ－２－オキソ
－エチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリド；
Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリ（タローイル－オキシ－エチル）－Ｎ－メチルアンモニウムクロリド；
Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリ（カノーリル－オキシ－エチル）－Ｎ－メチルアンモニウムクロリド；
Ｎ－（２－タローイルオキシ－２－オキソエチル）－Ｎ－（タローイル）－Ｎ，Ｎ－ジメ
チルアンモニウムクロリド；
Ｎ－（２－カノーリルオキシ－２－オキソエチル）－Ｎ－（カノーリル）－Ｎ，Ｎ－ジメ
チルアンモニウムクロリド；
１，２－ジタローイルオキシ－３－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチルアンモニオプロパンクロリド
；および
１，２－ジカノーリルオキシ－３－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチルアンモニオプロパンクロリド
；
および前記活性成分の混合物。
【００９２】
タロー鎖が少なくとも部分的に不飽和であるＮ，Ｎ－ジ（タローイル－オキシ－エチル）
－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリドおよびＮ，Ｎ－ジ（カノーリル－オキシ－エチ
ル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリド、Ｎ，Ｎ－ジ（タローイル－オキシ－エチ
ル）－Ｎ－メチル－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）アンモニウムメチルサルフェート、Ｎ
，Ｎ－ジ（カノーリル－オキシ－エチル）－Ｎ－メチル－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）
アンモニウムメチルサルフェート、およびそれらの混合物が、特に好ましい。
【００９３】
ここで有用な追加の布帛柔軟剤は、１９９７年７月１日発行のマーメルシュタイン等の米
国特許第５，６４３，８６５号明細書、１９９７年４月２２日発行のド・ブザカリニ等の
米国特許第５，６２２，９２５号明細書、１９９６年８月１３日発行のベーカー等の米国
特許第５，５４５，３５０号明細書、１９９５年１２月１２日発行のウォール等の米国特
許第５，４７４，６９０号明細書、１９９４年１月２７日発行のターナー等の米国特許第
５，４１７，８６８号明細書、１９８７年４月２８日発行のトリン等の米国特許第４，６
６１，２６９号明細書、１９８４年３月２７日発行のバーンズの米国特許第４，４３９，
３３５号明細書１９８３年８月３０日発行のバーブルゲンの米国特許第４，４０１，５７
８号明細書、１９８１年１２月２９日発行のキャンバーの米国特許第４，３０８，１５１
号明細書、１９７８年１０月２７日発行のルドキン等の米国特許第４，２３７，０１６号
明細書、１９８０年１１月１１日発行のデービスの米国特許第４，２３３，１６４号明細
書、１９７７年８月３０日発行のワット等の米国特許第４，０４５，３６１号明細書、１
９７６年８月１０日発行のビーセマ等の米国特許第３，９７４，０７６号明細書、１９７
５年５月６日発行のバーナーディノの米国特許第３，８８６，０７５号明細書、１９７５
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年１月２１日発行のエドワーズ等の米国特許第３，８６１，８７０号明細書、およびヤマ
ムラ等による欧州特許出願公開第４７２，１７８号明細書（前記文書のすべてをここに参
考文献として編入）に記載されている。
【００９４】
使用法
更に、本発明は、布帛色の損失を軽減し且つ／または減衰するために本発明の系および組
成物を利用するための方法に関する。本発明に係る１つの方法は、製造された布帛を、布
帛を着用しないか使用しない時点で、
（Ａ）重合体，共重合体、またはそれらの混合物約０．０５重量％から、好ましくは約０
．１重量％から、より好ましくは約０．５重量％から、最も好ましくは約１重量％から約
１０重量％まで、好ましくは約７重量％まで、より好ましくは約５重量％まで〔前記重合
体または共重合体は
（Ｉ）式
【化４７】

（式中、各Ｒ1 は独立に
（ａ）水素、
（ｂ）Ｃ1 ～Ｃ4 アルキル、
（ｃ）置換または非置換フェニル、
（ｄ）置換または非置換ベンジル、
（ｅ）炭素環、
（ｆ）複素環、
（ｇ）およびそれらの混合物
であり；各Ｒ2 は独立に
（ａ）水素、
（ｂ）ハロゲン、
（ｃ）Ｃ1 ～Ｃ4 アルキル、
（ｄ）Ｃ1 ～Ｃ4 アルコキシ、
（ｅ）置換または非置換フェニル、
（ｆ）置換または非置換ベンジル、
（ｇ）炭素環、
（ｈ）複素環、
（ｉ）およびそれらの混合物
であり；各Ｚは独立に
（ａ）水素、
（ｂ）ヒドロキシル、
（ｃ）ハロゲン、
（ｄ）－（ＣＨ2 ）m Ｒ
（式中、Ｒは
（i ）水素、
（ii）ヒドロキシル、
（iii)ハロゲン、
（iv）ニトリロ、
（ｖ）－ＯＲ3 、
（vi）－Ｏ（ＣＨ2 ）n Ｎ（Ｒ3 ）2 、



(30) JP 4601829 B2 2010.12.22

10

20

30

40

50

（vii)－Ｏ（ＣＨ2 ）n Ｎ
+ （Ｒ3 ）3 Ｘ

- 、
（viii）－ＯＣＯ（ＣＨ2 ）n Ｎ（Ｒ3 ）2 、
（ix）－ＯＣＯ（ＣＨ2 ）n Ｎ

+ （Ｒ3 ）3 Ｘ
- 、

（ｘ）－ＮＨＣＯ（ＣＨ2 ）n Ｎ（Ｒ3 ）2 、
（xi）－ＮＨＣＯ（ＣＨ2 ）n Ｎ

+ （Ｒ3 ）3 Ｘ
- 、

（xii)－（ＣＨ2 ）n Ｎ（Ｒ3 ）2 、
（xiii）－（ＣＨ2 ）n Ｎ

+ （Ｒ3 ）3 Ｘ
- 、

（xiv)炭素環、
（xv）複素環、
（xvi)窒素複素環第四級アンモニウム、
（xvii）窒素複素環Ｎ－オキシド、
（xviii)芳香族Ｎ－複素環式第四級アンモニウム、
（xix)芳香族Ｎ－複素環式Ｎ－オキシド、
（xx）－ＮＨＣＨＯ、
（xxi)またはそれらの混合物
（式中、各Ｒ3 は独立に水素、Ｃ1 ～Ｃ8 アルキル、Ｃ2 ～Ｃ8 ヒドロキシアルキル、お
よびそれらの混合物であり；Ｘは水溶性陰イオンであり；添え字ｎは０～６である）
である）、
（ｅ）－（ＣＨ2 ）m ＣＯＲ′
（式中、Ｒ′は
（i ）－ＯＲ3 、
（ii）－Ｏ（ＣＨ2 ）n Ｎ（Ｒ3 ）2 、
（iii)－Ｏ（ＣＨ2 ）n Ｎ

+ （Ｒ3 ）3 Ｘ
- 、

（iv）－ＮＲ3 （ＣＨ2 ）n Ｎ（Ｒ3 ）2 、
（ｖ）－ＮＲ3 （ＣＨ2 ）n Ｎ

+ （Ｒ3 ）3 Ｘ
- 、

（vi）－（ＣＨ2 ）n Ｎ（Ｒ3 ）2 、
（vii)－（ＣＨ2 ）n Ｎ

+ （Ｒ3 ）3 Ｘ
- 、

（viii）またはそれらの混合物
（式中、各Ｒ3 は独立に水素、Ｃ1 ～Ｃ8 アルキル、Ｃ2 ～Ｃ8 ヒドロキシアルキル、お
よびそれらの混合物であり；Ｘは水溶性陰イオンであり；添え字ｎは０～６である）
である）、
（ｆ）およびそれらの混合物
である）（添え字ｍは０～６である）
を有する線状重合体単位、
（II）式
【化４８】

（式中、各Ｒ4 は独立に隣接のＲ4 単位と環式残基を形成することに加えて重合を増大で
きる単位を含むオレフィンであり；Ｒ5 はＣ1 ～Ｃ12線状または分枝アルキル、ベンジル
、置換ベンジル、およびそれらの混合物であり；Ｘは水溶性陰イオンである）
を有する環状重合性単量体に由来する環式単位、および
（III)それらの混合物
からなる群から選ばれる１個以上の単位を含む〕（但し、前記重合体または共重合体は正
味の陽電荷を有する）、
（Ｂ）布帛増進成分約５０重量％以上〔前記組成物は
（ａ）布帛摩耗減少重合体約０．０１重量％から、好ましくは約０．１重量％から約２０
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重量％まで、好ましくは約１０重量％まで（前記布帛摩耗減少重合体は
（i ）アミド部分を含む少なくとも１種の単量体単位、
（ii）Ｎ－オキシド部分を含む少なくとも１種の単量体単位、
（iii)およびそれらの混合物
を含む）、
（ｂ）場合によって、第四級アンモニウム布帛柔軟化活性成分、それらから誘導されるア
ミン、およびそれらの混合物約１重量％から、好ましくは約１０重量％から、より好まし
くは約２０重量％から約８０重量％まで、好ましくは約６０重量％まで、より好ましくは
約４５重量％まで、
（ｃ）場合によって、主溶媒約１５重量％未満（好ましくは前記主溶媒はClogP 約０．１
５～約１を有する）、
（ｄ）場合によって、１種以上の染色固着剤約０．００１～約９０重量％、
（ｅ）場合によって、１種以上のセルロース反応性染色固着剤約０．０１～約５０重量％
、
（ｆ）場合によって、塩素捕捉剤約０．０１～約１５重量％、
（ｇ）１種以上の結晶成長抑制剤約０．００５～約１重量％、
（ｈ）場合によって、１種以上の液体担体約１～約１２重量％、
（ｉ）場合によって、酵素約０．００１～約１重量％、
（ｊ）場合によって、ポリオレフィン乳濁液または懸濁液約０．０１～約８重量％、
（ｋ）場合によって、安定剤約０．０１～約０．２重量％、
（ｌ）場合によって、陽イオン界面活性剤約１～約８０重量％、
（ｍ）漂白剤保護を与える１種以上の線状または環式ポリアミン約０．０１重量％以上、
（ｏ）残部（担体および他の補助成分）
を含む〕
を含む組成物と接触することからなる。
【００９５】
本発明に係る好ましい布帛増進成分は、
（Ｂ）ポリアミン約０．０１～約５０重量％（前記ポリアミンはＮ，Ｎ′－ビス（アミノ
プロピル）－１，３－プロピレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ビス（ヒドロキシエチル）－Ｎ，
Ｎ′－ビス〔３－Ｎ，Ｎ－ビス（ヒドロキシエチル）アミノプロピル〕－１，３－プロピ
レンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ビス（２－ヒドロキシプロピル）－Ｎ，Ｎ′－ビス〔３－Ｎ，
Ｎ－ビス（２－ヒドロキシプロピル）アミノプロピル〕－１，３－プロピレンジアミン、
Ｎ，Ｎ′－ビス（２－ヒドロキシブチル）－Ｎ，Ｎ′－ビス〔３－Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒ
ドロキシブチル）アミノプロピル〕－１，３－プロピレンジアミン、５－Ｎ－メチルジプ
ロピレントリアミン、１，１－Ｎ－ジメチル－５－Ｎ′－メチル－９，９－Ｎ″－ジメチ
ルジプロピレントリアミン、１，１－Ｎ－ジメチル－９，９－Ｎ″－ジメチルジプロピレ
ントリアミン、およびそれらの混合物からなる群から選ばれる）、
（Ｃ）１種以上の結晶成長抑制剤約０．００５～約１重量％、
（Ｄ）１種以上の染色固着剤約０．００１～約９０重量％、および
（Ｅ）残部（担体および他の補助成分）
を含む。
【００９６】
好ましい使用法は、ガーメント、またはその原料である布帛を本発明に係る組成物で前処
理することからなる。この前処理は、ガーメントの製造業者により、または消費者により
行うことができる。前処理は、好都合には、家庭洗濯機の前処理または一次洗浄サイクル
時に消費者によって行うことができる。前処理工程と協力して、消費者は、洗浄法のすす
ぎサイクルに適宜添加できるここに記載のような補助組成物も使用してもよい。補助組成
物は、場合によって、ガーメントを洗濯するたびごとに使用できる。本発明の組成物は、
前処理剤を定期的基準でガーメントに再適用するために使用できる。本発明の組成物を予
備適用する頻度は、消費者によって望まれる色保護度に応じて変化できる。典型的な再適
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用は、良好な水準の色保護を維持するために３または４回の洗浄サイクル毎の後に開始し
てもよい。
【００９７】
下記のものは、本発明の組成物の非限定例である。
【００９８】

１．　クラリエントから商品名カルタフィックスＣＢで入手できる染色固着剤
２．　ポリジメチルジアリルアンモニウムクロリド
３．　Ｎ′－（３－（ジメチルアミノ）プロピル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルプロパン－１，３
－ジアミン
４．　ヒドロキシエタンジホスホネート
５．　バイエルからのバイヒビット（Bayhibit）ＡＭ
６．　アクゾ－ノーベルからのアルモソフト（Armosoft）１２Ｗ
７．　ＢＡＳＦからルビスコール（Luviskol）Ｋ８５として入手できるポリビニルピロリ
ドンＫ８５
８．　ＢＡＳＦからルビスコールＫ１５として入手できるポリビニルピロリドンＫ１５
９．　陽変性ポリアクリルアミド：アクリルアミド／ジメチルアミノエチルアクリレート
メトクロリド（モル比２４／１、Ｋ値８５）
【００９９】

１．　クラリエントから商品名カルタフィックスＣＢで入手できる染色固着剤
２．　ＢＡＳＦからルパゾル（Lupasol)ＳＫ
３．　１，４－ビス（３－アミノプロピル）ピペリジン
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４．　イミダゾール／エピクロロヒドリン共重合体
５．　ヒドロキシエタンジホスホネート
６．　アクゾ－ノーベルからのアルモソフト１２Ｗ
７．　ＢＡＳＦからルビスコールＫ８５として入手できるポリビニルピロリドンＫ８５
８．　ＢＡＳＦからルビスコールＫ１５として入手できるポリビニルピロリドンＫ１５
９．　陽変性ポリアクリルアミド：アクリルアミド／ジメチルアミノエチルアクリレート
メトクロリド（モル比２４：１、Ｋ値８５）
１０．　陽変性ポリアクリルアミド：アクリルアミド／ジメチルアミノエチルアクリレー
トメトクロリド（モル比９：１、Ｋ値７０）
【０１００】

１．　クラリエントから商品名カルタフィックスＣＢで入手できる染色固着剤
２．　過メチル化ジプロピレントリアミン
３．　Ｎ′－（３－（ジメチルアミノ）プロピル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルプロパン－１，３
－ジアミン
４．　ヒドロキシエタンジホスホネート
５．　バイエルからのバイヒビットＡＭ
６．　アクゾ－ノーベルからのアルモソフト１２Ｗ
７．　ＢＡＳＦからルビスコールＫ８５として入手できるポリビニルピロリドンＫ８５
８．　ＢＡＳＦからルビスコールＫ１５として入手できるポリビニルピロリドンＫ１５
９．　陽変性ポリアクリルアミド：アクリルアミド／ジメチルアミノエチルアクリレート
メトクロリド（モル比９：１、Ｋ値６０）
１０．　陽変性ポリアクリルアミド：アクリルアミド／ジメチルアミノエチルアクリレー
トメトクロリド（モル比４９：１、Ｋ値６０）
下記のものは、本発明の無色透明な等方性液体態様の非限定例である。
【０１０１】
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１．　ウィトコから入手できるＮ，Ｎ－ジ（カノーイルオキシエチル）－Ｎ－２－ヒドロ
キシエチル－Ｎ－メチルアンモニウムメチルサルフェート
２．　エタノールは第四級布帛柔軟剤活性成分の製造法から存在する。
３．　ヘキシレングリコールは第四級布帛柔軟剤活性成分の製造法から存在する。
４．　添加ヘキシレングリコール
５．　２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオール（ＴＭＰＤ）
６．　シェルからネオドールR ９１－８として入手できるＣ9 ～Ｃ11アルキルＥ８アルコ
ール
７．　ユニオン・カーバイドからタージトールR １５Ｓ９として入手できるＣ11～Ｃ15ア
ルキルＥ９アルコール
８．　ＢＡＳＦからルビスコールＫ１５として入手できるポリビニルピロリドンＫ１５
９．　陽変性ポリアクリルアミド：アクリルアミド／ジメチルアミノエチルアクリレート
メトクロリド（モル比９：１、Ｋ値６０）
１０．　陽変性ポリアクリルアミド：アクリルアミド／ジメチルアミノエチルアクリレー
トメトクロリド（モル比４９：１、Ｋ値６０）
１１．　ジエチレントリアミンペンタアセテート
１２．　テトラキス－（２－ヒドロキシプロピル）エチレンジアミン
【０１０２】
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１．　ウィトコから入手できるＮ，Ｎ－ジ（カノーイルオキシエチル）－Ｎ－２－ヒドロ
キシエチル－Ｎ－メチルアンモニウムメチルサルフェート
２．　Ｎ，Ｎ－ジ（カノーリル－オキシ－エチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロ
リド
３．　Ｎ，Ｎ－ジ（カノーイルオキシエチル）－Ｎ－２－ヒドロキシエチル－Ｎ－メチル
アンモニウムクロリド
４．　エタノールは第四級布帛柔軟剤活性成分の製造法から存在する。
５．　ヘキシレングリコールは第四級布帛柔軟剤活性成分の製造法から存在する。
６．　添加ヘキシレングリコール
７．　２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオール（ＴＭＰＤ）
８．　シェルからネオドールR ９１－８として入手できるＣ9 ～Ｃ11アルキルＥ８アルコ
ール
９．　ユニオン・カーバイドからタージトールR １５Ｓ９として入手できるＣ11～Ｃ15ア
ルキルＥ９アルコール
１０．　１，１－Ｎ－ジメチル－５－Ｎ′－メチル－９，９－Ｎ″－ジメチルジプロピレ
ントリアミン
１１．　１，１－Ｎ－ジメチル－９，９－Ｎ″－ジメチルジプロピレントリアミン
１２．　１，１－Ｎ－ジヒドロキシエチル－７－Ｎ′－ヒドロキシエチル－１３，１３－
Ｎ″－ジヒドロキシエチルジヘキシレントリアミン（ペンタ－Ｎ－ヒドロキシエチルジヘ
キシレントリアミン）
１３．　ＢＡＳＦからのセディパーR ＣＦ８０３
１４．　ＢＡＳＦからのセディパーR ＣＦ１０４
１５．　陽変性ポリアクリルアミド：アクリルアミド／ジメチルアミノエチルアクリレー
トメトクロリド（モル比４９：１、Ｋ値６０）
１６．　ジエチレントリアミンペンタアセテート
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